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  ぜい性材料の引張強さ評価法 
ガラス，コンクリート等のぜい性材料の引張強さを求める簡便な試験法と、

その評価法を確立するための研究を行っています。 

 
■ これまで研究されてきた試験法 
ガラス，コンクリート，セラミックス等のもろい

材料は引張強さに弱く，その値を知ることは設計上

重要な課題です。 
 本研究室ではこれま

で，より広範な材料に

適用でき，より簡便な
試験法の確立を目指し

て図に示す圧入試験法

や，板形状の試験片を
直接引張る引張試験法

など種々の試験法につ

いて，研究を続けてい
ます。 
 
■ 円板の曲げ試験に    圧入試験法 
 よる評価法       
 圧入試験では試験片高さが小さくなると，言い換

えると試験片が薄い板状になると，円柱状の場合と
異なる破壊傾向が認められます。その結果から圧入

試験では広範な試験片形状への適用は困難と判断し

て，薄板の場合は円板の曲げ試験が適用できないか
と考えて実験と有限要素法による数値解析の両面か

ら吟味検討をしています。実験条件として周辺単純

支持と周辺固定支持の 2種類を用いています。 
 

 

 
(a) 周辺単純支持    (b) 周辺固定支持 

円板の曲げ試験 

ぜい性材料の引張強さを求める試験法の最適条件
の把握，すなわち周辺支持条件，加圧子直径，試験

片形状，支持直径等の考察から引張強さ評価式の確

立を目的にモデル実験や数値解析を行っています。
さらに偏心荷重の影響，有効な破壊条件式（破損則）

の適用等を考慮して評価式の確立を目指します。 

加圧子の直径 d を変化させた円板状試験片の破壊
例を示しておきます。 
 

(a) 周辺単純支持の破壊例 

 
(b) 周辺固定支持の破壊例 

冷却したメタクリル樹脂製円板の破壊写真 
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